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第 2 四半期累計期間の業績予想と実績値の差異 

並びに通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 25 年 1 月 11 日及び平成 25 年 3 月 12 日に公表いたしました平成 25 年 8 月期第 2四半期

累計期間の業績予想と本日公表した実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、通期業績予想及び平成 25

年 1 月 16 日公表の配当予想を下記のとおり修正することを決議いたしましたので併せてお知ら

せいたします。 

記 

（１）平成 25 年 8 月期 第 2四半期累計期間（自 平成 24 年 9月１日 至 平成 25 年 2月 28 日）

の業績予想と実績値の差異について 

 
売上高 

営業利益 

営業損失(△)

経常利益 

経常損失(△) 

四半期純利益 

四半期純損失(△) 

1 株当り四半期純利益 

1 株当り四半期純損失(△)

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 3,231 850 850 490 293.48

今回発表実績(Ｂ) 3,237 1,446 1,444 812 486.59

増減額(Ｂ－Ａ) 6 596 594 322 

増減率(％) 0.2 70.1 69.9 65.7 

(ご参考) 前第 2四半期実績 

     (平成24年8月期) 
851 △8 △8 △5 △3.32

 

（２）平成 25 年８月期 通期業績予想の修正（自 平成 24 年９月１日 至 平成 25 年８月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当り当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 5,300 950 950 540 323.43

今回修正予想(Ｂ) 5,300 2,000 2,000 1,125 673.81

増減額(Ｂ－Ａ) 0 1,050 1,050 585 

増減率(％) 0.0 110.5 110.5 108.3 

(ご参考) 前通期実績 

    (平成 24 年 8 月期) 
1,746 33 30 15 9.45



（注）当社は、平成 25 年３月１日付で普通株式１株につき 200 株の株式分割を行いました。１

株当り四半期純利益（1株当り四半期純損失）及び当期純利益につきましては、前事業年度の期

首に当該分割が行われたと仮定し算定しております。 

 

【第 2四半期累計期間の業績予想と実績値の差異の理由】 

 第 2四半期累計期間の売上高は、全国各地でメガソーラー及び中・小規模の産業用太陽光発電

施設の建設が相次ぎ、太陽電池アレイ支持架台の受注・納品が増加したことにより、予想売上高

と実績値に差異が発生いたしました。利益面につきましては売上高が上回ったこと、架台の生産

に重点的に取り組み生産効率を上げたこと等により予想利益を上回り、予想利益と実績値に差異

が生じたものであります。 

 

【通期の業績予想の修正の理由】 

当社といたしましては、再生可能エネルギー買取価格の引き下げによるメガソーラー建設計画

の不透明な状況及び今後の鋼材価格の上昇等を踏まえて、中・小規模の産業向けの架台、ソーラ

ーネオポート及びその他別注加工品等の受注に全社を挙げて注力してまいります。つきましては、

上記の第 2四半期累計期間に係る上方修正要因の影響及び現状の受注残高等により、通期業績が

予想数値を上回る見通しであります。 

 

（３）配当予想(平成 25 年１月 16 日公表)の修正について 

 年間配当金 

 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

前回予想 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭  円 銭 

(平成 25 年１月 16 日発表) ― 0.00 ― 7.50  7.50 

今回修正予想 

― 0.00 ― 

57.50  57.50 

     (普通配当) (7.50) (7.50)

     (記念配当) (50.00) (50.00)

当期実績 ― 0.00 ―  

前期実績(平成 24年 8月期) ― 0.00 ― 7.50  7.50 

（注）当社は、平成 25 年３月１日付で普通株式１株につき 200 株の株式分割を行いました。１

株当り配当金につきましては、前事業年度の期首に当該分割が行われたと仮定し算定しておりま

す。 

【修正理由】 

 当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題として位置づけるとともに、経営基盤及び財

務体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、各期における経営成績及び財務状態並びに

今後の事業展開を総合的に勘案のうえ、安定した配当を継続していくことを基本方針としており

ます。 

 平成 25 年 8 月期の期末配当金につきましては、株主の皆様のおかげをもちまして創立 30 周年

を迎えられましたこと及び当期における業績予想が前回予想を上回る見通しであることから、記

念配当として 50 円増額の 1株当たり 57 円 50 銭に修正させていただくこととしました。 

以上 

 (注）上記の予想は、本資料作成時において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 


